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Insuccessiontotheprecedingreportsonthemeasurementofconcentrationdistributionofthe

ilowcontainedsolid-liquidphasebytheGamma-raysepnetrationmethod,resultsofsomeexperi-

mentalsonamethodtoincreasetheaccuracyofmeasurmentandreducethewallefrectby

providingtheshelteringleadplateonthedetectorsideandusingvariouskindsofpipematerial

andpipediameteraregiven．

線源はＣｓ１３７，１８ｍｃの密封線源，検出器はＯｈｍａｒｔ

Ｃｏｒｐ製のRadio-electricCellである．前報と異な

る主な点は，１）遮蔽鉛板を第１図に示したように検

出器側にも設けた．２）遮蔽鉛板のスリットを5ｍｍ×

20ｍｍ,３ｍｍ×20ｍｍの２種類にした．３）管は従来

の鋼管に比べ吸収の少い硬質ビニール管を使用した．

4）管径はビニール管ともに各々１雑"及び3〃とした．

１．緒言

管内を固-液混合物が流れる時の挫度は均一ではな
、

く分布が存在することが知られているｶﾇ')2)，挫度分

布の測定法については多くの問題がある．前報2)にお

いては膿度分布装置としてガンマ線源を遮蔽鉛板（５

ｍｍ×20ｍｍのスリットを設ける）により一定幅とし

たものを，砂と水の混合物を充填した管内を透過させ

その減衰を検出する方法を採り，種々の実験を行なっ

た結果を報告した．その中で混合物吸収係数座,",Ｂｕ‐

ildupfactorB,透過距離ｒとするとき，logB＝αlogr，

スリット横軸６＝5ｍｍのときにはスーα/座,"÷ｌとい

う実験的関係があることを示した．しかしスは管に対

するスリットの位置によって相当変化しスース0＋0.30

(xR)４．０となった．

今回は遮蔽鉛板を管の検出器側に設けて管壁効果を

少くすることを試みるとともに管の材質，直径を変え

た．
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2.実験装置及び方法

実験装置は第１報に記したものとほぼ同様である，



4．実験結果
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前報で定義したスを求めてみると，遮蔽鉛板２枚の

場合にはスの値は０の付近に散らばる．このことはＢ

がほぼ１に近いことを示しているので，スを用いずＢ

によって結果を整理した．実験条件は第３表に示す．

第２図～第６図に種々の実験条件の結果を図示し

た．遮断鉛板１枚と記したのは前報までと同じく線源

側のみに置いた場合で，その際は検出器を管に接近さ

せる．図において白い点は管の中心より上を示し，黒

表）

３．測定の原理

強さＩｂのガンマ線が厚さｒ,吸収係数座の物質中

を透過するとＩ＝lbexp(－，αr)･…………･….（１）

ガンマ線束に幅があり，又物質中で二次的散乱がある

ので，一般の場合にはBuildupfactorBを用いて

Ｉ＝Blbexp(－“).……………･………．(2)

第１報に示したように,ガンマ線束が管壁・固一液混合

（第
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CＭＣ（４％水溶液）

土岐津碓砂を水とよく混合して均一になるよう管に充

填する．第１図の線源，遮蔽鉛板，検出器を載せた台

を一定距離ずつ微動してスキヤニングを行なう．比較

のため空の場合，水のみを充たした場合について同様

な実験をあらかじめ行なっておく．砂を充填した場合

には砂の容量パーセントは空気-砂の場合約60％，水

~砂の場合約60％になる．これ以下の濃度についての

実験は技術的に困難であるが，ＣＭＣの４％水溶液に

砂を懸濁して５，１０，２０％のものを調製し上記の実験

を行なった．

第１表は使用した管の一覧表，第２表は物質の種類

と吸収係数（Ｃｓ線源に対する値）を示す．但し砂に

ついての値は計算値である．

（第１表）

物中を直列に且つ平行に進むと仮定すれば，次式で定

義した混合物の吸収係数座'鵬を使用して

似,"＝(１－E”s＋“α･…….……….（３）

又Ｉｂの代りに管のみをおいた場合のＬＩｈを使って

（２）式は

ノi,‘＝恥(－‘α"‘r)…･……･…….……(4)

となる．検出器での読み』'胸忽αは各々巧"'１１zに比

例したものであるから

』,"＝“αexp(－""』r）……………（５）

竹内径を２R,管の中心からスリットの中心までの距

離をxとすると，ｒ＝】/Ｒ２－兆２であるから,あらかじめ

空間率の分った混合物について実験値から次式によ

り，Ｂを求めることができる．

Ｂ=exp[_(2303",卿）

×(士log叢一命恋‘一翼2)］
．.……….……….…･…｡(6)

Ｂを求めておけば，管内位置死における４''１，Ａαの

実測値から

“,,‘=(１｡g８+１｡g蓋)/ｉ…………(7)
により似,"が求まり，したがって（３）式によりｅの

分布を知ることができる．
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２ 枚
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第２図‐(4)

い点は下半分を示す．

これらの図から次のことが分る．

（１）管内に水のみを満した場合には遮蔽鉛板を２

枚使用したときの方が，１枚の場合よりもＢが1.0に

近くなる．Ｘ/Ｒについても変化が少い、

（２）１兇〃ビニール管では水の場合だけでなく，空

気-砂,水－砂の充填層についてもＢはほぼ1.0になる．

（３）３〃の管になるとＢの分布を示す.そして点の

ばらつきも多くなった．これは太い杵，とくに鋼管の

散乱による影響であろう．

（４）スリット幅３ｍｍ×20ｍｍの場合，吟も〃ビニ

３

１１

１，０
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－ル管では５ｍｍ×20ｍｍの場合に比べて，予想され

たほどＢが更に１．０には近づかなかった．３〃パイプ

についても同様であった．

（５）叫も〃ビニール管について砂５％,１０％,２０％

のデータは第３図から予想される辿りＢはほぼ1.0と

なった．

以上からＢがｘ/Ｒについても，濃度についても

変化が少い場合，例えば１兇〃ビニール管で遮蔽鉛板

２枚の場合を用いれば，管内の空間率分布が測定し得

ることがわかる．

５．結言

以上からＢが苑/Ｒについても，槻度についても変

化が少い場合，例えば１ﾘ6〃ビニール管で遮蔽鉛板２

枚の場合を用いれば，管内の空間率分布を前報よりも

良く測定し得ることがわかる．しかし遮蔽鉛板２枚お

くことによって透過ガンマ線が弱く，濃度の精度が悪

い．線源をより強くして検出器での読みを大きくし，

且つRadio-electricCeU法の利点である補償回路を

活用するよう更に研究を進める予定である．（昭和３９

年４月日本機械学会第41期通常総会学術講演会で講

演）
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